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　次の視点からの取組みを進め、
持続可能な自治体経営の確立を
めざします。

持続可能な自治体経営

多様な主体との
連携強化による
経営力の向上

経営資源の
最適化

区民目線による
行政サービス

の向上

　乳幼児から高齢者までのあらゆる世代が安心して住み続けられるまちづくりを進めるとともに、地球環境や生態系が適切に維持保全され、将来世
代が必要とするものを損なうことなく選択肢や可能性が広がる未来の確保をめざしていきます。

〇参加と協働を基盤とする
　参加と協働による政策、施策の展開を区政運営の基盤とします。また、
区民の主体的な参加への意欲を引き出すコミュニティづくりにつなげます。
〇区民の生命と健康を守る
　生命と健康を守ることは、自治体として最優先の課題であり、引き
続き積極的に取り組み、身体的な健康のみならず、心の健康につなが
る心の豊かさなどの視点に配慮します。
〇子ども・若者を中心に据える
　子ども・若者は、地域を一緒に創っていく主体として明確に位置づ
け、参加しやすく、自分たち自身が社会の真ん中にいると実感できる
よう子ども・若者の「今」に焦点をあてて政策、施策の組み立てを考
えます。

◆地区・地域課題の解決　　◆多様なコミュニティづくりと区民参加の推進　　◆地域福祉の展開（地域包括ケアの地区展開（包括的支援体制）の充実）
◆地域防災力の向上　　◆安全で魅力的な街づくり　　◆行政サービスの向上　　◆地域行政の運営体制の充実

　地区及び地域の実態に即した総合的な行政サービス及びまちづくりを推進し、もって安全・安心で暮らしやすい
地域社会を実現します。

〇多様性を尊重し活かす
　異なる立場や様々な価値観を持つ人々がともに社会を構築できるよ
う、性別、LGBTQなどの性的指向及びジェンダーアイデンティティ、
年齢、国籍、文化の違いや障害の有無から、価値観や家族のあり方、
ライフスタイルの多様性まで、広く多様性を尊重し活かしていきます。
〇地域・地区の特性を踏まえる
　各地域や地区の特性・課題などを十分考慮し、それぞれの区民ニー
ズを的確に捉えて政策、施策を組み立てます。
〇日常生活と災害対策・環境対策を結びつける
　日常生活と災害対策・環境対策を
常に結びつけて考え、政策、施策を
組み立てます。

区政がめざすべき方向性
持続可能な未来を確保し、あらゆる世代が安心して住み続けられる世田谷をともにつくる

（１）SDGsの推進
　基本計画の施策とSDGsとの関連性を明らかにし、関連性を意識し
ながら分野横断的な施策展開を図り、一体的に推進していきます。

（２）DXの推進
　区民主体のサービスデザインを徹底して利便性を高めるため、デジ
タルファーストで行政サービスを再構築します。

（３）緊急時・非常時の体制整備
　緊急事態・非常事態が生じた際は、人命の救助と被害の軽減を最優
先に取り組みます。

（４）組織運営の変革
①柔軟な組織体制
　課題に応じた機動的な対応が可能なアジャイル型組織への転換をめ
ざすとともに、民間を含む多様な社会資源とも連携を図りながら、柔
軟な組織体制を構築していきます。
②職員の政策立案・政策実現能力等の向上
　EBPM（証拠に基づく政策立案）の推進をはじめ、職員の政策立案
能力や政策遂行能力の向上に取り組みます。

③行政サービスの提供体制の整備
　デジタル技術の活用、業務手法の見直しなどを通じて、適切な行政
サービスの提供体制を整備します。

（５）情報発信・情報公開
　プッシュ型、プル型の情報発信に一層力を入れるとともに、戦略的
かつ効果的な情報発信により、世田谷のブランド力の向上を図ってい
きます。

（６）行政評価
　基本計画がめざす目標や姿について指標を設定して進捗状況の把握
や評価を行うとともに、各政策や施策についても、指標に基づき定期
的に成果管理を行う行政評価を徹底し、課題と改善方法を明らかにし
ます。

（７）他自治体や国際社会との協力関係
　政策や施策の立案・推進にあたっては、常に他自治体やグローバル
な国際社会への影響などを意識して協力連携を図りながら、取組みを
進めます。

計 画 実 行 の 指 針
計画に掲げる施策の推進にあたり、必ず考慮すべき指針について、次のとおり定めます。

基 本 方 針

計画の理念

地域行政の基本となる考え方
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し
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・
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ま
す
。

〈基盤となる取組み〉

●本紙は、新聞折込のほか、区施設、駅、郵便局、ファミリーマート等で配布しています。
●ご意見・ご提案は、区のホームページ  区政情報  ▶  区政への参加  ▶  パブリックコメント・区民意見募集 （ 区HP 205618 ）からもご提出いただけます。




